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心
平
成
十
年
に
県
の
モ
デ
ル
事
業
指

定
を
受
け
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の

関
係
者
が
連
携
し
て
高
齢
者
や
、
障

害
者
を
支
え
る
「
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。
市
浦
村
は
そ
の
「
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
先
進
地
で
も
あ

り
ま
す
。
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
今
回
取
材
し
て
み
ま
し
た
。

毎
週
木
曜
日
に
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
。
参
加
者
は
医
師
、
看
護
師
、
保

健
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
、
役
場
福
祉
担
当
者
等
、

医
療
・
保
健
・
福
祉
部
門
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
会
議

は
、
個
々
の
患
者
や
、
介
誰
サ
ー
ビ

参
ケ
ー
ス
Ｂ
に
つ
い
て
、
病
状
の
説

明
が
岩
村
医
師
よ
り
報
告
さ
れ
た
。

卜
‐
Ｆ
‐
８
１
１
‐
ｌ
卜
区

ケ
ー
澱
猿
討
会

＃
§｛

鷺建ジ

霊
亀
職
ｆ
凰
鐵

岡
バ
ア
恥
瀦

凸
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
、
障
害

者
に
弁
当
を
届
け
て
い
ま
す
。
利
用

者
の
負
担
額
は
一
食
三
百
円
で
、
残

り
は
国
の
補
助
金
で
ま
か
な
っ
て
い

ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
が

一
軒
一
軒
回
っ
て
手
渡
し
て
い
ま
す
。

医
師
、
看
護
師
が
在
宅
の
患
者
を

訪
問
し
診
察
し
ま
す
。
ま
た
、
看
護

師
が
定
期
的
に
訪
問
し
ま
す
。
現
在

対
象
者
は
五
～
六
名
と
な
っ
て
い
ま

す
。

訪
問
診
察
を
受
け
た
和
嶋
た
け
さ

ん
は
「
診
療
所
に
出
向
か
な
く
て
も

お
医
者
さ
ん
が
き
て
く
れ
る
の
で
助

か
っ
て
い
ま
す
。
つ
く
づ
く
幸
せ
だ

な
あ
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま

す
。
和
嶋
さ
ん
は
現
在
九
十
一
歳
で
、

ま
だ
小
売
業
を
営
ん
で
い
る
現
役
で

す
。 ス

の
受
給
者
、
障
害
者
に
ど
う
い
う

支
援
が
必
要
か
話
し
合
っ
て
決
め
て

い
ま
す
。
こ
の
日
の
ケ
ー
ス
は
痴
呆

症
状
が
出
始
め
た
Ａ
さ
ん
に
ど
ん
な

ケ
ア
が
必
要
か
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

医
師
、
看
護
師
、
保
健
師
が
通
院

困
難
な
患
者
の
家
を
訪
問
し
、
治
療

や
、
介
護
、
保
健
指
導
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。

議
間
診
察
４
着
雲

#瞠紐

間
錘ノ 漣畠ジ

「

〈
こ
の
会
議
も
包
括
ケ
ァ
シ
ス
テ
ム

の
充
実
を
図
る
よ
う
に
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

市
浦
村
で
は
、
昨
年
四
月
保
健
・

医
療
・
福
祉
を
一
体
で
サ
ー
ビ
ス
す

る
総
合
保
健
施
設
「
ピ
ン
コ
ロ
館
」

が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ピ
ン
コ

ロ
館
は
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
？
こ
の
会
議
で
は

村
民
一
人
ひ
と
り
が
主
体
と
な
り
、

健
康
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
「
ピ
ン

コ
ロ
館
」
を
有
効
に
活
用
し
、
健
康

で
安
定
し
た
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
す

こ
れ
は
ま
た
安
否
確
認
に
も
一
役
か

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
、
三
浦
金
右

衛
門
さ
ん
は
笑
顔
で
弁
当
を
受
け
取

り
、
ご
苦
労
さ
ま
と
あ
い
さ
つ
・

「
好
き
な
お
か
ず
ば
か
り
な
の
で
飽

き
る
こ
と
が
な
い
。
楽
し
み
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ｑ
元
気
で
ら
が
、
は
い
お
か
げ
様
で
。

今
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
煮
魚
、
野
菜

サ
ラ
ダ
、
妙
め
物
他

蕊
室
一

望

！
１
山
・
Ｉ
‐
１
１
．
０
で
■
■
ｑ
、
■
呼
包
・
■
６
．
０
号
１
ｆ
二
唖
閲
″
ｎ
Ｈ
■
１
が
削
れ
Ⅶ
Ⅲ
咽
川
口
日
■
月
ｄ
日
Ⅱ
４
‐
晦
心
■

篝
‐

口

ld

瞳劃

蕊 露

ｑ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
心
休
ま
る
ひ

と
と
き
で
す
。

た
め
に
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い

の
か
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は

十
一
月
十
九
日
に
行
な
わ
れ
た
会
議

を
紹
介
し
ま
す
。

ｑ
訪
問
診
察
具
合
の
悪
い
と
こ
ろ

は
な
い
で
す
か
？

零億
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園
市
浦
村
長
高
松
隆
三

市
浦
村
は
高
齢
化
率
三
十
％
を
超

え
て
い
る
。
二
人
に
一
人
は
高
齢
者

と
い
う
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
。
超

高
齢
化
社
会
を
迎
え
た
時
は
ど
う
す

る
の
か
？
ど
う
な
る
の
か
？
考
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。
動
き
が
遅
い
、
ゆ

っ
た
り
と
し
た
社
会
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

「
健
康
で
長
生
き
」
を
め
ざ
す
に

は
守
り
か
ら
攻
め
へ
の
活
動
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

囮
西
北
地
方
健
康

福
祉
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
所
長

三
上
芳
博
さ
ん

日
本
は
世
界
一
の
長
寿
国
に
な
り

ま
し
た
。
明
る
く
元
気
に
生
き
甲
斐

各
団
体
か
ら
の
提
言

’

一一勺

Ⅱの
あ
る
健
康
長
寿
を
を
伸
ば
す
こ
と

が
大
事
で
す
。
市
浦
村
は
包
括
ケ
ア

が
県
内
で
も
大
変
進
ん
で
い
る
所
で

す
。
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

蜜号乏囮
連
合
婦
人
会
代
表

小
山
あ
ぐ
り
さ
ん

も
ち
が
つ
か
え
た
時
、
突
然
心
臓

が
苦
し
く
な
っ
た
時
、
ど
う
す
れ
ば

よ
い
の
か
？
ま
た
、
一
日
に
必
要
な

カ
ロ
リ
ー
等
を
教
え
て
欲
し
い
。
訓

理
実
習
な
ど
も
や
っ
て
欲
し
い
。

圏
老
人
ク
ラ
ブ
代
表

坂
井
精
さ
ん

北
郡
老
人
連
合
会
で
は
い
ろ
い
ろ

な
事
業
を
や
っ
て
い
ま
す
。
ニ
ギ
ニ

ギ
体
操
、
一
日
ド
ッ
グ
の
受
診
、
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
芸
能
祭
り
な
ど
で
す
。

問
題
点
は
参
加
で
き
な
い
老
人
を
ど

う
ひ
っ
ぱ
っ
て
い
く
か
で
す
。

ｑ
左
か
ら
坂
井
さ
ん
、
小
田
桐
さ
ん

蓋
間

黍
を
美
点
と
し

づ
く
り
潅
毒
に

以
卜
内
醍
》
秘
嘩

り
ば

犀

、

屯

囹
日
赤
奉
仕
団

市
浦
分
団
委
員
長

小
田
桐
恭
一
さ
ん

こ
の
活
動
は
、
日
本
赤
十
字
社
の

社
則
に
基
づ
い
て
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
。
社
識
の
集
金
、
社
員
増
強
運
動
、

災
害
時
の
炊
き
出
し
、
敬
老
会
奉
仕
、

海
岸
清
掃
、
美
化
運
動
な
ど
活
動
は

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
問
題
点
と
し

て
は
委
員
の
若
返
り
を
図
り
た
い
こ

と
で
す
。

園
食
生
活
改
善
推
進
委
員

小
田
桐
栄
子
さ
ん

約
四
十
名
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

年
に
七
回
位
の
講
習
会
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ダ
ン
ベ
ル
体
操
、

一
品
料
理
講
習
、
月
一
回
学
習
会
の

開
催
な
ど
の
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。

囮
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

相
坂
智
和
子
さ
ん

ラ
ジ
オ
体
操
、
ゴ
ミ
拾
い
、
環
境

美
化
な
ど
行
な
っ
て
い
る
。
ピ
ン
コ

ロ
館
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

る
の
か
わ
か
ら
な
い
、
Ｐ
Ｒ
も
必
要

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

園
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

奈
良
靖
子
さ
ん

悠
遊
郷
の
入
所
者
へ
の
接
遇
、
デ

ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
は

囹
脇
元
地
区

竹
谷
ヨ
シ
ヱ
さ
ん

し
～
う
ら
ん
ど
海
遊
館
を
毎
日
利

用
し
て
い
る
。
利
用
者
に
声
を
か
欣

友
だ
ち
も
増
え
た
。
う
つ
病
の
方
な

ど
と
話
を
し
て
い
る
う
ち
に
悩
み
を

打
ち
明
け
ら
れ
、
相
談
に
の
っ
て
い

る
う
ち
に
笑
顔
も
見
ら
れ
、
快
方
に

向
か
っ
た
。
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
は
心

身
共
に
効
果
が
表
れ
る
の
を
実
感
し

ま
し
た
。
地
元
の
人
の
参
加
が
少
な

い
の
で
送
迎
バ
ス
を
利
用
し
、
し
～

入
浴
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
部
活
動
、
カ

ラ
オ
ケ
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん

で
お
り
ま
す
。
通
院
困
難
者
の
送
迎
、

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
も
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。

＝

■
惨
参
加
者
か
ら
も
活
発
な
意
見
が
飛

び
交
い
ま
し
た
。

■
率
；

秘
童

鹸
哩

鳶資癖
縦
琿

窪

蝋
、
織
窪
雪

欄
r角
一

￥

儲 『蚕Ｋ
叩
ｙ
ｒ
■ ｑ

屯
■

隆僅

｜
質
疑
応
答
一

．
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
す
ぐ
活
動
で
き

る
体
制
が
で
き
て
い
る
の
か
？

◎
新
潟
中
越
地
震
へ
の
寄
付
の
受
け

付
け
窓
□
は
ど
こ
か
？

【
回
答
】

総
合
保
健
施
設
長奈

良
勝
義

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
は
、

い
ろ
い
ろ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
が
あ
る
の
で
役
場
総
務
課
の
方
に

お
尋
ね
下
さ
い
。

ま
た
、
救
急
法
は
消
防
署
で
行
っ

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

う
ら
ん
ど
海
遊
館
を
活
用
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

園
日
赤
市
浦
分
区
委
員
長

小
田
桐
恭
一

寄
付
金
の
受
け
付
け
窓
口
は
住
民

福
祉
課
福
祉
係
の
日
赤
担
当
者
ま
で

届
け
て
い
た
だ
く
と
日
赤
青
森
県
支

部
を
通
し
て
被
災
者
へ
届
け
ら
れ
ま

す
。

市
浦
村
長
高
松
隆
三

医
師
、
保
健
師
、
看
護
師
、
栄
養

士
、
関
係
職
員
が
連
携
を
取
り
、
協

議
し
、
ま
た
利
用
し
な
が
ら
よ
り
よ

い
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
進
め
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。
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｜
取
材
を
終
え
。

ケ
ー
ス
の
検
討
か
ら
、
計
画
、
実

践
と
、
各
分
野
の
専
門
職
に
よ
る
き

め
の
細
か
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
高
齢
者
や

障
害
者
の
自
立
支
援
が
成
果
を
あ
げ

て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
市
浦

村
は
や
が
て
来
る
超
高
齢
化
社
会
に

も
立
ち
向
か
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

惨
左
か
ら
奈
良
さ
ん
、
小
山
さ
ん
、

小
田
桐
さ
ん
、
相
坂
さ
ん

口
平
成
ね
年
度
～
幅
年
度
〈
６
年
間
〉

・
佐
藤
ア
イ
．
（
相
内
）

●
医
療
機
関
を
利
用
し
な
か
っ
た
期
間

共
同
保
健
・
医
療
・
福
祉
計
画
会

議
で
表
彰
さ
れ
た
人
た
ち
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

縄
凄
鐵
冬
②
事
霊
墨
彰

国
民
健
康
保
険
優
良
家
庭
一

（

回
‐

口
平
成
川
年
度
～
幅
年
度
〈
５
年
間
〉

・
葛
西
三
郎
（
磯
松
）

口
平
成
胆
年
度
～
帽
年
度
〈
４
年
間
〉

・
加
福
忠
厚
（
十
三
）

口
平
成
Ｍ
年
度
～
幅
年
度
〈
２
年
間
〉

・
渡
辺
文
昭
（
相
内
）

・
三
和
徳
礎
（
相
内
）

・
小
笠
原
康
仁
（
相
内
）

一一

むし歯0児表彰の

若山さん（朱美ちゃん）

むし歯0児表彰の

吉田さん（琉未奈ちゃん）

むし歯0児表彰の
相澤さん（貴瑛ちゃん）

・
越
野
清
志
（
桂
川
）

・
丸
山
永
雄
（
太
田
）

・
工
藤
理
一
（
脇
元
）

・
佐
藤
貞
作
（
脇
元
）

口
平
成
幅
年
度
〈
１
年
間
〉

平
成
巧
年
４
月
１
日
～

平
成
聡
年
３
月
劃
日

・
澤
田
勝
則
（
相
内
）

・
川
口
秀
樹
（
相
内
）

・
三
和
み
ゑ
（
相
内
）

・
田
中
タ
ケ
（
相
内
）

・
古
川
宏
（
十
三
）

越野清志さん

(国民健康保険優良家庭）

・
工
藤
竜
生
４
歳

保
誰
者
Ⅱ
孝
徳
（
相
内
）

・
相
灘
賞
瑛
４
歳

保
談
者
Ⅱ
英
知
（
磯
松
）

・
若
山
朱
美
３
歳

保
護
者
Ⅱ
武
彦
（
十
三

・
浜
田
千
帆
３
歳

保
護
者
Ⅱ
満
（
十
三
）

・
吉
田
琉
未
奈
３
歳

保
護
者
Ⅱ
純
也
（
相
内
）

※
対
象
は
平
成
巧
年
ｎ
月
～
平
成
略

年
８
月
実
施
の
３
歳
児
健
診
受
診

児
で
あ
る
。

●■■○

安中竹小Ｓ
歳
児
健
診
む
し
歯
ゼ
ロ
児
表
彰

平
成
旧
年
度

献
血
功
労
感
謝
状
贈
呈
者

山中

保井谷寺 田届

裕
子

ヨ
シ
ヱ

規
江

サ
ッ
ミ

清英藤

作寛⑯

（
脇
元
）

（
脇
元
）

（
十
三
）

（
相
内
）

（
十
三
）

（
磯
松
）竹谷ヨシエさん

(献血60回の表彰）
24406072

回回回回ー －
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平
成
十
七
年
一
月
二
十
八
日
高
松

村
長
を
本
部
長
と
し
「
市
浦
村
豪
雪

警
戒
対
策
本
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

県
内
で
は
十
番
目
、
市
浦
村
で
は
、

平
成
十
二
年
に
設
置
以
来
五
年
ぶ
り

の
設
置
と
な
り
ま
し
た
。
村
内
の
状

況
と
し
て
十
二
月
二
十
六
日
に
二
十

セ
ン
チ
を
観
測
、
現
在
は
、
六
十
セ

ン
チ
に
達
し
た
と
の
消
防
署
か
ら
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
八
十
セ
ン
チ

に
な
る
と
豪
雪
対
策
本
部
の
設
置
さ

れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
一
人
暮
ら
し
の
除
雪

は
市
浦
分
校
生
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
り
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
排
雪
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
一
人
暮
ら
し
の
除
雪
、
高

齢
者
の
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を
し
て
く

れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
確
保
す
る
。

ま
た
、
手
持
ち
の
ダ
ン
プ
等
を
使

い
、
歩
道
、
車
道
の
確
保
を
す
る
た

い
つ
ま
で
降
る
の
！

～
生
活
を
お
び
や
か
す
豪
雪
～

め
排
雪
を
行
な
う
。
民
生
委
員
等
に

よ
る
高
齢
者
世
帯
、
一
人
暮
ら
し
世

帯
の
見
ま
わ
り
を
強
化
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

似
会
議
で
は
現
在
の
状
況
、
今
後
の

方
針
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

役場庁舎正面入口

青年部8名､重機2台､飛ばす機械2台の作業

一一ー両■申
刀一早壱

連
日
の
大
雪
に
見
舞
わ
れ
た
今
年
、

ア
ト
ム
保
育
園
園
庭
に
も
た
く
さ
ん

こ
れ
で
安
心
！

～
ア
ト
ム
保
育
園
非
常
□
（
避
難
路
）
の
除
雪
～

１
４

Ｌ

や
ｊ
日
田
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
８
．
０
日
■
０
８
０
１
８
５
咽
旧
ｑ
ｊ
■
Ｉ
Ｉ
Ｊ
別
４
Ｊ
ｑ
■
１
何
ｑ
ｌ
Ｈ
圧
匡
。
Ｉ
ｑ
咀
川
旧
〃
９
８
１
，
判
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
４
４
４
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ

■
ｐ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
ｇ

門
川
Ｈ
Ｉ
ｌ

４
ｄ
９
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
ｊ
４
Ｊ
Ｉ
１
４
０
１
Ｉ
‐
１
１
１
１
１
１
１
４
９
１
１
１
１
！
■
ｑ
・
Ｉ
■
ｑ
ｌ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
日
刊
１
円
Ⅱ
１
１
１
Ｊ
１
１
０
８
４
町
ｊ
■
ｑ
Ⅱ
０
１
１
１
１
．
１
８
１
１
■
■
可
川
１
１
０
．
■
Ｈ
１
凸
ｊ
Ｌ
■
Ｆ
‐
４
．
１
１
‐
１
１
’
１
１
１
１
日
！
‐
１
４
１
口
ｌ
１
ｐ
０
１
４
Ｊ
■
Ｈ
ｌ
Ｈ
ｑ
ｌ
■
■

I

｜

I の
雪
が
積
も
り
、
非
常
口
の
確
保
も

ま
ま
な
ら
な
い
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

2
~

Ｉ
Ⅱ
１
１
１
ｌ
Ⅱ
Ｉ
Ｆ
１
１
１
１
Ⅱ
■
Ｉ
宮
Ⅱ
■
Ｆ
ｂ
Ｉ
Ｉ
ｂ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
ｂ
Ｉ
‐
１
口
ｄ
ｒ
９
Ⅱ
０
■
ｂ
ト
ト
ー
Ｉ
ｒ
■
ｒ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｂ
Ⅱ
Ｉ
ｈ
Ⅱ
１
１
Ⅱ
Ｉ
ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
■
ｉ
■
Ｅ
Ｉ
Ｉ
宮

■へ

~

マ

手の届かない避難は手作業で｡

そ
こ
で
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
の

た
め
商
工
会
青
年
部
が
非
常
口
の
除

雪
を
し
ま
し
た
。
代
表
の
成
田
武
司

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
「
最
初
、

除
雪
機
を
使
用
し
た
が
、
遊
具
な
ど

が
あ
る
た
め
、
手
作
業
に
な
っ
て
し

ま
い
、
八
時
間
に
も
及
ん
で
し
ま
い

ま
し
た
。
玄
関
前
に
ア
ン
パ
ン
マ
ン

の
雪
像
が
完
成
し
た
時
は
子
ど
も
た

ち
の
喜
ぶ
顔
が
浮
か
び
疲
れ
も
吹
き

飛
ん
だ
感
じ
で
す
」

商
工
会
青
年
部
の
活
動
と
い
う
の

は
観
光
客
が
来
る
前
、
来
た
後
の
清

掃
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら

福
祉
施
設
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
転
向

し
た
そ
う
で
す
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
進
め
て
い

き
た
い
と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。匙 一

どA慰汚琴し竜いるの？－…－－

邑施議舌…題言
子育て支援センターi1．．年一…

子育てメイトの活動の一環として親と子の料理
教室が12月14日コミュニティーセンターで行われ、
親子7組が参加し、子育て中の親子の親睦を深め
ました。

子育てメイトの小山内千津子さんが講師となり、
のり巻きずし、納豆コロッケ、変わり春蒔きのメ
ニューに挑戦しました。赤、青、黄の三色を中心
に巻いたのり巻きは信号をあらわしているという
ことで、小山内さんは食べ物で信号を理解して欲
しいと発案しましたと話しています。カラフルな
三色のり巻き、アンパンマンのり巻きは子どもた
ちに大人気でした。

このように子育て支援センターではいろいろな
楽しい活動をしています。

しお問い合わせ

アトム保育園子育て支援センター公62-3163



広報多うち（6）

弄曼力lい掴イ=b373

囮
ー

どれ怠効票があるO)O2005年がスタートしてもう2カ月。今年

は雪が多く雪片付けが大変ですね。

疲れたときこそ海遊館で効果的な休養を取

って見てはいかがですか？

休養をとる事は、運動や栄養を摂る事と同

じくらい重要な事です。

"そこで”海遊館では、エアロゾルという

30分間のリラクゼーションを提供してい

ます。
沙

|■■-----...』-"孟一一一一

リラクゼーション効果
●、｡．。・・・・ぴ画巳噂｡。b･ロ■・勺■鴨･脚gザ･･pDUuザロリロ･QqD・●p･･･｡、■｡o凸Dpbp。｡、旬･･･▽■口FDごロロ。｡｡･･･Q■．●■・●・

日常生活では色々なストレスが溜まり、心も身体も

緊張した状態になりがちです。そこで、ゆったりとし

た音楽を聞き、腹式呼吸で呼吸を整える事で、『ゆる

んだ』状態にし、フレッシュな心と身体を作りましょう。

去疾(きょたん)作用

去疲作用とは、舅や喉や気管の粘膜に付着した細菌

を取り除く働きをし、風邪・鼻炎・花粉症などの症状

に効果があると言われています。喉や皇水が気になる

方は、1度エアロゾルを利用してみてはいかがでしょ
うか？

（

茜アロ､〃Lとは…。
気体中に浮遊する微小な

液体または固体の粒子の事

です。海遊館では、海水を

細かい霧状にし、充満させ

た室内でお休みになってい

ただくトリートメントとし

て提供しています。

癖建、

§i
ﾛ‐

ひ
ご
ち
。

用
訴
化
○

利
ち
オ
さ

ざ
釣
ダ
ー
ト

ご
手
、
ち

料
・
て
↑
て
蕎

館
一
の
誘

入
勺
。
可
、

は
。
、
一
い
ま
い

乢
可
・
ワ
さ
し
な

●
Ｖ
ま
力
下
數
に

Ｏ
俳
凡
こ
ぬ
ち

ゃ
だ
－
つ
棄
蒔

工
た
づ
な
ご
缶

●
●
●

、

喧畠ﾝぞソ"／

－－．－一－ー‐■一一一 一一
車中一r－ー一一－－－一－マーーーーマー－－■ｰ一一F一－一一一

一一一一一一一聖一一一一一五－一一一画一

－－－－

"
.－－．.－画一.ヨーー一い▲

、

I

闇
2月2BQl◇から
B月B1B(祠まで

９
二
日
Ｉ
Ｊ
Ｏ
■
‐
ｌ
ｄ
１

１
１
１
１ 、 句

冬こ誉海遊館でのんびりリラックス
『 タラ《ﾉ〒ラビ一①本当①壷さも体醸毒るなら、①患さも体蒙窃るなら、やI部)どの時期であれ。

*詳しくはお問合せください。

１
１

【

0

,

入館料と各種トリートメントがセットになった冬限定商品が登場1トライアル、ウエルネス、ビューティーと3つ
のラインナップ寒い冬は、暖かい海水に包まれてのんびり贄沢な時間を過ごしてみては？

1

｣

＊ハーブグッズも販売開始／

期間中に上記のプランか、ビューティートリートメントを受けられた方に、ハーブティーをサービスさせて頂き
ます。10種類の厳選ハーブの中からお好みをお選びいただけます。ブレンドすれば更に効果は倍増。
自分だけのお気に入りブレンドティーを見つけるのも楽しいですよ。

■
江
可
１
１
１
１
日
■
０
１
１
■
ｌ
Ⅱ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｂ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
１
１
１
１

＊お気軽にお申し込み下さい。

期間中はバスローブを無料でご利用いただけます。エアロゾルやリラクセーションルームでのリラックスタイム
を有意義に過ごしていただく為に…。

普段は着|買れないバスローブをちょっと羽織って休んでみてください。バスローブ1つあるだけで海遊館での過
ごし方がワンランクアップ。バスローブのままでレストランパタータもご利用頂けます。

冬の海遊館が本当の癒しをお届けします。

平成17年2月22日(火)～3月1日(火)の8日間

●施設点検の為休館を予定しております。皆様により良くご利用いただけるよう努
力してまいりますので、ご理解とご協力をお願い致します。 ’

ノ
＝ご亡画己一■可PG戸一

~ …一一

一一ー－－‐ず一一.P~､守F.

ｑ
暫
画
△

罰llDの 子■■

j祭 ⑤



(7)広報乙うら

凧
絵
作
り
教
室

平
成
帽
年
旭
月
幻
日
・
記
日

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

皇まみれI？(Zなったんもりましなが、

どう(2か完成11

市
浦
村
門
松
の
会
会
長
の
吉
田
稔

さ
ん
と
門
松
の
会
会
員
の
皆
さ
ん
の

指
導
の
下
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

雰
囲
気
の
中
、
親
子
で
協
力
し
な
が

ら
門
松
を
作
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

親子ご協力。

｢息子よlしっかし)痔っこて11」 親
と
子
の
門
松
作
り
教
室
子
ど
も
会
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
大
会
そ
ば
作
り
体
験

平
成
旧
年
旭
月
妬
日
平
成
焔
年
氾
月
泌
日
平
成
帽
年
但
月
旧
日

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
川
倉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

材料(古山ぢどからとってきた

色慾(2あるもO)も藷用していま可。

握げる人・沙(FFるん・つか充人

みれな売気し､つばし1(2楽しhご．いました。

重し庖丁どもなho)go)!主婦（《7-
全關。ごも、ごきあがL)(さ声諏？(へ~づ）

古
村
勲
市
浦
郵
便
局
長
か
ら
あ
い

さ
つ
を
も
ら
っ
た
後
大
会
を
開
始
。

市
浦
中
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の

快
い
協
力
が
あ
り
成
功
裡
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

霞勝(さ青空子ども会ごした1

初霞勝だそうで可。読めどとう11

種
蒔
き
か
ら
収
種
ま
で
体
験
し
た

し
う
ら
未
来
塾
の
塾
生
。
今
回
は
、

し
う
ら
子
ど
も
教
室
参
加
の
親
子
も

交
え
て
総
勢
約
五
十
名
が
参
加
。
そ

ば
粉
を
ね
っ
て
か
ら
伸
ば
し
て
切
る
。

そ
し
て
食
べ
る
！

忌れごは、待ち(2待った試食タイムで市。

多め(Z茄ご危忌ば(さ完食されました。(~_~)

翻

鴎，

三
日
間
で
延
べ
約
七
十
名
が
参
加

し
た
タ
ラ
ソ
体
験
。
冬
休
み
期
間
中

を
利
用
し
て
連
動
不
足
に
な
る
こ
の

時
期
を
乗
り
き
ろ
う
と
実
施
。
中
に

は
三
日
間
参
加
し
た
強
者
の
子
ど
も

も
い
ま
し
た
。

饅動づoﾉラム実施中、づ一ILO)中てのム

カデ義争(さ鮭福きつい？
タ
ラ
ソ
体
験

平
成
何
年
１
月
旭
日
～
脚
日

し
～
う
ら
ん
ど
海
遊
館

一一

や

~

霊‘亀Ⅶ
さあ、これから運動不足も解菊布るため(Z、

バラバラ鍛えてあげるよ～！篝蕊簔識
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戸

今
回
は
中
世
の
津
軽
・
十
三
湊
・

安
藤
氏
を
テ
ー
マ
に
し
た
歴
史
の
お

話
を
し
ま
す
。

文
治
五
年
（
二
八
九
）
、
奥
州
合

戦
に
よ
っ
て
津
軽
地
域
を
統
制
し
て

い
た
奥
州
藤
原
氏
が
源
氏
の
統
領
で

み
な
＆
ど
の
よ
り
と
も

あ
る
源
頼
朝
に
よ
っ
て
滅
ば
さ
れ
る

事
件
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
鎌

倉
時
代
を
通
じ
て
津
軽
地
域
を
含
め

と
く
そ
う
け

た
青
森
県
全
域
が
北
条
得
宗
家
（
北

条
氏
の
本
家
）
の
所
領
と
な
っ
て
お

み
う
ち
び
と

り
、
北
条
氏
の
従
者
（
御
内
人
）
が

じ
と
、
う
だ
い

地
頭
代
（
代
官
）
と
し
て
現
地
を
支

配
す
る
体
制
が
始
ま
り
ま
し
た
。
関

東
か
ら
は
工
藤
氏
や
曽
我
氏
な
ど
が

津
軽
に
入
部
し
て
い
ま
す
。

そ
の
な
か
で
、
地
元
の
有
力
豪
族

で
あ
っ
た
安
藤
氏
は
蝦
夷
支
配
の
第

え
ぞ
き
た
猶
山

一
線
を
取
り
仕
切
る
「
蝦
夷
沙
汰
代

か
ん官

」
に
任
命
さ
れ
、
台
頭
し
て
い
き

ま
し
た
。
そ
れ
は
建
久
元
（
二
九

よ
し
と
邑

○
）
安
藤
五
郎
が
北
条
義
時
の
代
官

と
う
い
か
た

と
し
て
、
「
東
夷
ノ
堅
メ
」
の
た
め

に
津
軽
に
置
か
れ
た
と
す
る
記
述
かば

ら
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
（
『
保

り
午
く
か
ん
さ

歴
間
記
』
）
。

そ
の
後
、
鎌
倉
時
代
末
期
に
お
き

た
蝦
夷
蜂
起
の
影
響
に
よ
っ
て
、
元

■

龍士
珍
讓
手
謹
里
疑
潅
膳
舅
砦

蒲

§
畢
酔
》
《
鋤
榔
渉
』
岬

■
Ｔ
ｍ懇

瀞
溌
災
鞄

し
も
の
く
に

蔵
文

亨
二
年
二
三
二
二
）
に
安
藤
氏
一

族
の
内
部
分
列
や
抗
争
が
始
ま
り
ま

す
。
こ
れ
は
「
津
軽
（
安
藤
氏
）
の

え
ぞ
き
た
猫
い

大
乱
」
と
呼
ば
れ
、
「
蝦
夷
沙
汰
代

か
ん官

」
職
を
巡
っ
て
、
安
藤
五
郎
太
郎

す
え
ひ
暮

す
え
な
が

季
久
と
安
藤
又
太
郎
季
長
が
そ
れ
ぞ

そ
と
が

れ
洪
河
（
岩
木
川
）
を
挟
ん
で
外
ヶ

は
ま
・
り
ち
堂
っ
ぺ

終
し
舩
蚤

浜
の
内
真
部
（
青
森
市
）
と
西
浜
の

心
り
そ
の
せ
さ

折
曽
関
（
深
浦
町
）
に
本
拠
を
橘
え

て
、
蝦
夷
を
動
員
す
る
な
ど
津
軽
地

域
を
二
分
す
る
戦
い
を
起
こ
し
て
い

ま
す
。
内
真
部
に
は
安
藤
五
郎
太
郎

季
久
、
折
曽
関
に
は
安
藤
又
太
郎
季

長
が
そ
れ
ぞ
れ
拠
点
に
し
て
い
た
と

こ
ろ
う
け

見
ら
れ
、
安
藤
氏
一
族
に
は
五
郎
家

ま
た
た
み
う
け

と
又
太
郎
家
の
二
大
勢
力
が
存
在
し

て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
津
軽
の
大
乱
を
制
し
た
季

む
ね
す
え

久
は
後
に
宗
季
を
名
乗
り
、
季
長
が

支
配
し
て
い
た
津
軽
西
浜
を
北
条
得

宗
家
か
ら
拝
領
し
た
こ
と
が
、
元
徳

む
ね
す
え

二
年
（
一
三
三
○
）
の
「
安
藤
宗
季

ゆ
ず
聞
戒
Ｙ
含
寸

譲
状
」
含
新
渡
戸
文
書
三
か
ら
窺

ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
安
藤
宗
季

は
日
本
海
交
易
に
よ
る
利
潤
を
求
め

て
、
外
ヶ
浜
か
ら
津
軽
西
浜
の
十
三

湊
に
拠
点
を
移
し
た
も
の
と
見
ら
れ
、

し
も
の
く
に

下
之
国
安
藤
氏
の
礎
を
築
い
て
い
つ

麹
。■h

lFJa

『子

'さ‘‐･脚

IPH’ロ

ド鰹

せ
’

鯵
軒
し
階
へ
‐
．
‐
‐
〃
＃
：

、
虫
礼
Ｆ
辛

「
《
蓉
勺
厚

・
可
皿

一

型
、
二
壼

鐸
轟
］
牛

エ
■
《

寒
い
賭
餡
ｒ
‐
‘
‐
声
一に

た
の
で
す
。
な
お
、
季
久
（
の
ち
に

め
ら
も
孔
じ
上

宗
季
）
は
、
後
述
す
る
『
米
良
文
書
」

む
ね
す
え

の
系
図
に
残
る
安
藤
宗
季
と
同
一
人

物
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
ば
を

ま
た
、
若
狭
国
（
福
井
県
）
小
浜

は
が
じ

ば
が
じ
え
ん
陸

の
羽
賀
寺
に
伝
わ
る
『
羽
賀
寺
縁
起
』

に
よ
る
と
、
永
享
七
年
（
一
四
三
五
）

火
事
に
よ
っ
て
消
失
し
た
同
寺
を

と
各
み
な
と
ひ
〃
も
と
し
よ
う
ぐ
ん
あ
ぺ
や
す
す
え

「
十
三
湊
日
之
本
将
軍
安
倍
泰
季
」

が
莫
大
な
費
用
を
献
上
し
て
、
永
享

八
年
（
一
四
三
六
）
～
文
安
四
年
二

四
四
七
）
に
か
け
て
再
建
に
尽
力
し

た
記
録
が
見
え
ま
す
。
安
藤
氏
の
嫡

流
が
十
三
湊
に
本
拠
を
構
え
、
若
狭

国
小
浜
の
名
刹
羽
賀
寺
を
再
建
す
る

な
ど
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
若
狭

に
至
る
ま
で
日
本
海
一
帯
を
広
大
な

活
動
範
囲
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
安
藤
氏
の
確
か
な
系
図
を

く
ま
の
を
ち

示
し
た
も
の
に
紀
伊
国
の
熊
野
那
智

た
い
し
ゃ

む
つ
の
く
に
し
も
の
く
駆
背
の

大
社
に
伝
わ
る
「
陸
奥
国
下
国
殿

濯
い
だ
い
み
よ
う
似
う
に
あ
き

代
々
名
法
日
記
」
（
『
米
良
文
書
二
が

斑
ん
な

あ
り
、
同
社
の
檀
那
で
あ
っ
た
安
藤

氏
の
親
子
五
代
に
わ
た
る
系
図
を
書

き
留
め
た
も
の
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

む
ね
す
え
も
み
す
え

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
安
藤
宗
季
Ｉ
師
季

の
り
す
え
も
り
ず
え
や
ず
す
え

ｌ
法
季
Ｉ
盛
季
ｌ
泰
季
と
記
さ
れ
て

お
り
、
羽
賀
寺
を
再
建
し
た
「
安
倍

や
す
す
え

康
季
」
は
泰
季
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
や
や
時
代
が
遡
り
ま
す
が
、
応

む
つ

永
三
十
年
二
四
二
三
）
に
安
藤
陸

の
か
み

よ
し
か
す

奥
守
な
る
人
物
が
、
足
利
義
量
の
室

町
将
軍
就
任
祝
い
に
馬
二
十
匹
・
鳥

五
千
羽
・
鴦
眼
（
銭
）
二
万
匹
・
海

一
一

こ
ん
ぷ

虎
皮
三
十
枚
・
昆
布
五
百
把
な
ど
献

上
し
た
と
す
る
記
録
が
あ
り
ま
す

今
後
鑑
』
）
。
安
藤
陸
奥
守
な
る
人
物

も
即
す
え

は
時
期
的
に
見
て
盛
季
と
考
え
ら
れ

て
お
り
、
安
藤
氏
の
経
済
的
基
盤
が

北
方
産
物
の
交
易
活
動
に
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

そ
し
て
、
十
三
湊
の
廃
絶
・
終
末

に
つ
い
て
は
安
藤
氏
が
南
部
氏
と
の

抗
争
の
末
、
永
享
四
年
二
四
三
三

（

．
‘
ず
藍
咀
李
ｌ
‐
。
‐

漁
建
叉
擢
＃
小
津
ｌ
氷
喜
一
矛

Ｆ
、君

、
角
勺

印
ｑ
》

雫
「
ｊ
７
圦
１
１
１
《
４
ゾ
Ｊ
Ｚ
●
尋
ｔ
ソ
ー
員
２
鯨
峡
蝿
刻
観
喝
街
漣

Ｊ
Ｊ

0

望
人
ｇ
も
し
の
ご
・
叩
に
息

か
き
つ

（
『
満
済
准
后
日
記
』
）
及
び
嘉
吉
二

～
三
年
二
四
四
二
～
四
三
）
舎
新二

八

羅
之
記
録
』
の
二
度
に
わ
た
っ
て
蝦

ぞ
が
Ｌ
竺

夷
島
（
北
海
道
）
へ
逃
れ
た
と
す
る

記
録
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
近
年
の

発
掘
調
査
の
成
果
と
も
符
号
す
る
結

果
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
後
急
速
に

十
三
湊
が
衰
退
・
廃
絶
し
て
い
っ
た

様
子
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
文
責
市
浦
村
教
育
委
員
会

学
芸
員
榊
原
滋
高
）

！

はがじえんぎ

羽賀寺縁起（福井県小浜市羽賀寺蔵）
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見
ま
わ
り
隊
？
一
体
な
に
を
見
ま

わ
る
の
？
情
報
提
供
が
あ
っ
た
の
で

さ
っ
そ
く
成
田
新
聞
販
売
店
へ
取
材

に
出
か
け
て
み
ま
し
た
。
そ
こ
に
は

夕
刊
配
達
の
た
め
に
待
機
し
て
い
た

人
た
ち
が
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
新
聞

集
配
所
経
営
者
の
成
田
武
司
さ
ん
に

う
か
が
い
ま
し
た
。

「
見
ま
わ
り
た
い
」
と
は
仮
の
名

で
す
。
新
聞
集
配
所
及
び
配
達
員
が

の
■

少
左
か
ら
三
上
華
奈
さ
ん
、
柏
谷
姫

佳
さ
ん
、
工
藤
姫
子
さ
ん
、
吉
田

良
子
さ
ん
、
後
列
三
浦
キ
エ
さ
ん

（
さ
あ
一
緒
に
帰
り
ま
し
ょ
う
）

Ｚ
■
》
Ｊ
ｑ
▼

号
０
』
０
■
▼

「
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
通
学
で

き
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
安

全
確
認
や
不
審
者
の
発
見
、
通
報
の

た
め
に
見
ま
わ
っ
て
や
ろ
う
」
と
い

う
意
思
か
ら
考
え
ま
し
た
。
と
い
う

こ
と
で
す
。

こ
の
日
、
ち
ょ
う
ど
夕
刊
配
布
時

と
下
校
時
が
重
な
り
、
子
ど
も
た
ち

は
見
ま
わ
り
隊
員
に
サ
ポ
ー
ト
さ
れ

帰
宅
し
ま
し
た
。
い
な
か
と
い
え
ど

も
油
断
の
で
き
な
い
時
世
で
す
。
地

域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
守
ろ
う
と
い

う
体
制
づ
く
り
に
感
心
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
も
、
新
聞
を
配
布
し
な

が
ら
と
い
う
の
は
一
石
二
鳥
で
す
ね
。

こ
ら
か
ら
も
地
域
の
安
全
の
た
め
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

見
ま
わ
り
隊
員
が
掲
げ
て
い
る
活

動
内
容
で
す
。

一
、
朝
刊
受
け
持
ち
区
を
熟
知
し
、

不
審
者
の
発
見
や
不
審
だ
と
思
う

時
こ
の
こ
と
を
報
告
し
ま
し
ょ
う
。

二
、
夕
刊
配
達
時
間
が
小
・
中
学

生
の
下
校
時
間
と
ほ
ぼ
同
じ
な
の

で
子
ど
も
た
ち
を
見
か
け
た
ら
、

声
か
け
や
未
成
年
者
に
対
す
る
連

れ
去
り
な
ど
地
域
住
民
の
安
全
確

認
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

一
睡
五
‘
》
●
ｑ
‐

函
》
典
・
震
市
る
み
ｈ
な
に
出
含
Ｑ
息
。
●、‐９
口
乾
恥
勺
鋤
、

・
・
●
殿
。
．
・
ず
一
吋

雪
篁
毛
鳴
る
か
ら
壼
爆

中

も
の
●。

“
命
鹸
＄
ｃ
揮
為
や
■
凸
侭
上
灰

誉
っ
て
話
：
零
§
芒

魂
諭
弓
忍
言
ひ
る
」

●，
‐
丘
輌
ｐ
ｇ
ｇ

■
Ｇ

即

獄
戻
労
れ
な
げ
？
イ
ド
化
。

，
買
蝿
。
ご
鯨

少
確
が

》
．
‐
兇
・
・
岬
崎
●
●

●
．

三
、
交
通
事
故
に
は
充
分
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。
事
故
防
止
呼
び
か
け
、

危
険
地
区
の
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
。

囹
見
ま
わ
り
隊
員
名
簿

・
下
村
地
区
佐
藤

・
十
三
道
地
区
三
浦

・
吉
野
地
区
吉
田

・
桂
川
地
区
成
田

・
橋
向
地
区
大
性

．
上
浜
道
地
区
吉
田

・
下
浜
道
地
区
工
藤

・
岩
井
地
区
中
村

・
派
立
地
区
大
性

・
本
町
地
区
成
田

・
脇
元
地
区
成
田

・
磯
松
地
区
伊
南

・
鏡
開
拓
地
区
下
澤

・
そ
の
他
地
区
成
田

少
佐
藤
ナ
ル
さ
ん

（
毎
日
張
り
合
い
あ
り
ま
す
）

文
子

１
ｒ
ヨ
コ

武
司

狩
脚
脾
応
ｒ
、

狩
向
厩
〃
が
Ｉ

の
り
子

祐
子

美
代
子

ナ
ル

キ
エ

ミ
チ
エ

忠
弥

一
徳

良
子

蓉
子

＊＊*＊＊＊＊*＊諾＊＊＊瀧＊識溌帝溌溌＊密＊＊＊＊習織鈎携藍誇＊'＊詩溌携＊＊＊盛詫溌1
錘
●●

たいが

；騨書蚕撫”〒佐藤

鋤

篭1鐸糖‘；､一1
r．’．・ロゴ
〆‘夕湾_伊-

．、縄

艶
艶
謎
馳
魂
鋤
詩
溌
携
劣
携
携
劣
劣
溌
許
溌
溌
誌
鈎
溌
監
必

はやと

蜘人くん

さん(お母さん）

ゆ り か

内藤優里華ちゃん

洋子さん(お母さん）

ｈ
Ｌ
Ｒ
Ｆ

『
１
．
▼
ト
リ
Ｌ
４
，
９

旗
か
味
ら
つ
杵
葺

I

０
曲
劣
詫
溌
溌
詫
詩
貯
劣
携
沸
諸
共
挑
劣

輯難曲 誠
１
留
圃

蕊
蹄

怠』

fZ
壷

跡

鷺蕊
５
曲
部

ｑ
‐
ｒ

鍵
ざ字

詩
鮎
的
匙
ｂ
尊一

巳
心
●

垂
如

土
の詩龍叱

小

剖
一
つ
蝿

乍
鍍
嶬
鎚
の

軍

”
ご
恥
心

弱
壌
ｑ
ｎ
０

，
ゞ
乢
此
鏥

一
『
わ
５

一
癖
》＆

ぬ

言
鍛
争

且

》
州

飢
沸曲

郵
紬

詠
溌

珊
一
燕
》
》

Ｌ

－
ｅ

函
ぬ

げ

埋
め

鶏
宰

織
毒
齢

乙

躍
酪

つ
母

・
Ｃ
’
一
の

《
》
一
一

Ｐ
ｐｋ

函
恥

い
ぬ
廸
始

９
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露
O)料I
【さを

ど鯛
ラ瓦）
しる
こ ご
ごと
市が
かご

ぼきノ

保
険
料
を
納
め
る
の
が
、
困
難
な

時
は
、
役
場
国
民
年
金
担
当
窓
口
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
期
限
か

ら
二
年
を
経
過
す
る
と
、
そ
の
期
間

の
保
険
料
は
時
効
に
よ
り
納
め
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。

Ｑ
・
お
金
の
や
り
く
り
が
つ
か
な
く

て
納
付
で
き
ま
せ
ん
。
納
付
し
な

か
っ
た
ら
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
は
あ
り

ま
す
か
？

Ａ
・
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
。
年
金
額

は
保
険
料
を
納
付
し
た
月
数
に
応

じ
て
決
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
未
納

期
間
が
あ
る
と
、
将
来
受
け
取
る

年
金
額
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
平
均
寿
命
が
延
び
た
今
、

収
入
が
先
細
り
に
な
る
時
期
に
少

し
で
も
多
く
の
年
金
を
受
け
取
る

た
め
に
、
何
と
か
や
り
く
り
し
て

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
・
保
険
料
を
納
め
た
ほ
う
が
い
い

の
は
わ
か
っ
て
い
る
け
ど
、
そ
も

そ
も
年
金
っ
て
ど
ん
な
も
の
で
す

マ
ー
１
１国

民
年
金
４

今
の
ま
ま
ご
、
満
額

受
け
酌
れ
る
か
な
ワ

裸
鯖
料
を
納
め
ろ
ご
と
が
ご

な
い
の
は
ど
う
し
て
ご
市
か

コ
ー
プ
I

盾
”
”
”
印
”
酎
國
車
車
“
』
■
画
■
画
頭
四
⑤
ご
宰
坤
毒
鈎
式
函
阜
亟
毎
幸
ロ
”
”
配
車
つ
車
牽
拳
函
卓
埠
噸
揮
岬
鞠
皐
吟
ゆ
■
α
垂
亜
■
、
孝
嘩
も
ロ
写
封
季
窮
毎
宇
凱
出
電
画
”
面
■
②
律
亨
写
唾
車
牟
輝
戸
函
和
幽
亭
』
単
叩
■
勇
配
毎
画
由
華
宇
咀
・
年
毒
室
内
”
や
醸
華
隼
■
回
国
毒
《
宜
車
■
唾
”
嘩
寧

ロ
■
”
ぬ
い
韓
年
』
■
』
、
毎
画
□
■
口
車
ロ
垂
宰
』
ぬ
壷
《
ぬ
津
坤
炉
痒
”
面
中
■
■
や
》
わ
”
戸
口
、
曲
、
唾
、
陣
哩
“
』
由
内
角
争
奮
や
壷
■
毎
海
面
・
■
硝
函
や
』
』
■
■
内
ｎ
画
■
や
”
“
口
角
轡
虫
画
亭
申
毎
々
』
命
画
陣
全
』
ぬ
ご
■
口
色
白
律
雨
空
申
車
“
画
飼
陣
嘩
ロ
■
ロ
ー
》
や
■
晦
由
鹿
《

◎
ど
う
し
ま
し
た
？
国
民
年
金
保
険

料
が
未
納
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
ご
確
認
く
だ
さ
い

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が

あ
る
と
．
。
．

。 ■

か
？

Ａ
・
年
金
は
労
働
に
頼
ら
な
い
老
後

の
収
入
源
で
す
。
若
い
時
は
働
け

ば
年
金
以
上
の
収
入
を
得
る
こ
と

が
可
能
な
の
で
ピ
ン
と
こ
な
い
と

思
い
ま
す
。
年
金
は
、
実
際
に
受

け
て
み
て
そ
の
大
切
さ
が
わ
か
り

ま
す
。
将
来
の
た
め
に
も
保
険
料

を
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
・
保
険
料
を
納
め
よ
う
と
思
っ
た

ら
、
納
付
書
が
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

ど
う
し
た
ら
い
い
で
す
か
？

Ａ
・
最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務
所
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
再
発
行
い
た

し
ま
す
。
一
度
に
納
付
が
困
難
で

あ
れ
ば
分
割
し
て
納
め
る
こ
と
も

で
き
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〔
国
民
年
金
標
語
］

▼
優
秀
賞

助
か
っ
た
、
か
け
て
、

よ
か
っ
た
、
国
民
年
金

大
切
な
あ
な
た
の
雲
ら
し
を
。

、
守
る
の
は
あ
な
た
自
島
で
す
。

頓
い
に
な
い
ま
あ
“
国
民
年
金

を
で
す
。

可 P

皿
老
後
の
備
え
の
「
老
齢
基
礎
年
金
」

が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
保
険
料
を

納
め
た
期
間
（
免
除
期
間
を
含
む
）

が
最
低
二
十
五
年
以
上
な
い
と
、

せ
っ
か
く
保
険
料
を
納
め
て
い
て

も
老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

画
不
測
の
事
故
で
障
害
が
残
っ
て
も

「
障
害
基
礎
年
金
」
が
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
保
険
料
を
納
め
な
い
と

交
通
事
故
や
病
気
に
よ
り
障
害
が

残
っ
て
も
障
害
基
礎
年
金
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

回
も
し
も
、
夫
に
先
立
た
れ
て
も

「
遺
族
基
礎
年
金
」
が
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く

な
る
と
、
必
要
以
上
に
家
族
や
周

囲
の
人
に
負
担
を
か
け
る
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
な
っ

て
か
ら
で
は
間
に
あ
い
ま
せ
ん
。

★
国
民
年
金
保
険
料
は
納
期
を
守
っ

て
納
め
ま
し
ょ
う
。

平
成
十
六
年
中
に
お
け
る
救
急
車

の
総
出
動
件
数
は
百
十
八
件
で
、
搬

送
人
員
は
百
十
六
名
で
し
た
。
事
故

種
別
出
動
件
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
出
動
件
数

急
病
七
十
六
件

交
通
事
故
十
二
件

一
般
負
傷
八
件

労
働
災
害

一
件

水
難
一
件

そ
の
他
二
十
件

◆
傷
病
程
度

死
亡
六
人

重
症
十
九
人

中
等
症
五
十
九
人

軽
症
三
十
三
人

◎
軽
症
と
は
入
院
を
必
要
と
し
な
い

も
の
。

◎
中
等
症
と
は
三
週
間
以
内
の
入
院

を
必
要
と
す
る
も
の
。

◎
重
症
と
は
三
週
間
以
上
の
入
院
を

必
要
と
す
る
も
の
。

＊
＊
＊

平
成
十
六
年
中
に
お
け
る
火
災
出

動
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大
雨

や
台
風
の
影
響
で
風
水
害
出
動
が
昨

平
威
十
六
坪
岬
に
お
け
る

出
翻
舗
職
獅
に
つ
い
て

肖
、
、
〃
グ

［
消
防
署
か
ら
の
お
願
い
一

稀
に
見
る
大
雪
で
、
除
雪
作
業
も

だ
い
ぶ
疲
れ
て
き
ま
し
た
が
、
消
火

栓
、
防
火
水
槽
付
近
へ
雪
を
捨
て
る

の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
雪
で
道
路
が
狭
く
な
っ
て

い
る
の
で
違
法
駐
車
も
絶
対
や
め
ま

し
よ
》
っ
。

年
に
比
べ
二
十
件
増
加
し
ま
し
た
。

出
動
状
況
の
内
訳
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◆
風
水
害
等
二
十
二
件

◆
救
助
活
動
八
件

※
内
訳
は
次
の
と
お
り

山
岳
遭
難
四
件

水
難
事
故
一
件

行
方
不
明
者
捜
索
三
件

◆
そ
の
他
の
出
動
十
七
件

※
内
訳
は
次
の
と
お
り

野
火
出
動
一
件

峰
の
巣
駆
除
八
件

行
方
不
明
者
捜
索
三
件

倒
木
除
去
一
件

誤
報
四
件

入
事
と
救
急
・
救
助
は
一
一
九
番

防

●

ネ

ツ

卜

ワ

I

ク
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市浦村の人口と世帯数平成'7.'.'現在

現
在
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、
申
請

か
ら
十
日
前
後
で
交
付
で
き
ま
す
が
、
三
月

二
十
八
日
の
市
町
村
合
併
に
よ
る
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
の
新
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
等
を
考
慮
し
、

市
浦
村
で
の
申
請
受
付
は
三
月
十
日
（
木
曜

日
）
ま
で
と
な
り
ま
す
。

尚
、
通
常
ど
お
り
の
申
調
受
付
は
四
月
か

ら
に
な
る
予
定
で
す
の
で
、
公
的
個
人
認
証

サ
ー
ビ
ス
の
電
子
証
明
書
を
必
要
と
す
る
方

は
早
め
に
ご
準
備
下
さ
い
。

※
写
真
な
し
力
ｌ
ド
に
な
り
ま
す
の
で
、
写

真
付
力
Ｉ
ド
が
ご
希
望
の
方
は
写
真
を
準

備
し
て
下
さ
い
。

平
成
十
六
年
六
月
一
日
か
ら
全
国
で
、
公

的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電
子
証
明
書
（
住

民
基
本
台
帳
力
ｌ
ド
）
に
よ
る
国
税
電
子
申

告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
（
ｅ
ｌ
Ｔ
ａ
ｘ
）
の
利

用
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
に
基
づ
く
電
子

証
明
書
は
、
個
人
に
お
け
る
申
告
、
申
請
や

届
出
、
納
税
な
ど
に
も
利
用
で
き
る
ほ
か
、

法
人
代
表
者
自
身
の
電
子
証
明
番
で
あ
れ
ば

法
人
の
申
告
、
申
請
や
届
出
、
納
税
な
ど
に

も
利
用
で
き
ま
す
。

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電
子
証
明
書

（
住
民
基
本
台
帳
力
ｌ
ド
）
を
お
持
ち
の
方

は
、
自
宅
や
事
務
所
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
確
定
申
告
が
簡
単
に
で
き
る
ｅ
ｌ
Ｔ
ａ
Ｘ

（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
・
国
税
電
子
申
告
・
納
税

シ
ス
テ
ム
）
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ｅ

ｌ
Ｔ
ａ
Ｘ
の
詳
細
は
、
三
ｓ
言
薑
ミ
・
の
‐
ａ
×
．

．
ｓ
、
８
．
石
又
は
お
近
く
の
税
務
署
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

の
申
請
交
付
に
つ
い
て

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
に
基
づ

く
電
子
証
明
費
を
取
總
さ
れ
る
方
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ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
を
修
了
す
る
と
、
国

家
資
格
で
あ
る
「
２
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
免
許
」

の
受
験
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

【
ボ
イ
ラ
ー
実
技
鯛
習
会
】

◆
日
時

三
月
二
十
八
日
～
三
十
日
（
三
日
間
）
午

前
九
時
～
午
後
五
時
ま
で

◆
会
鰯

紬
西
北
労
働
基
準
協
会
二
階
大
ホ
ー
ル

（
五
所
川
原
市
唐
笠
柳
字
藤
巻
四
九
五
’
三
）

◆
テ
キ
ス
ト
代

二
二
○
○
円
（
内
訳
函
ボ
イ
ラ
ー
実
技
一

一
○
○
円
・
ボ
イ
ラ
ー
図
鑑
二
○
○
円
）

◆
締
め
切
り

三
月
二
十
二
日
か
定
員
八
十
名
に
達
し
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

◆
持
参
す
る
物
箪
記
用
具

◆
申
込
先

細
西
北
労
働
基
準
協
会

五
所
川
原
市
唐
笠
柳
字
藤
巻
四
九
五
ｌ
三

遍
○
一
七
三
’
三
五
’
六
三
三
六

※
詳
細
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
は
、
当
協
会
へ

ご
連
絡
下
さ
い
。

★
２
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
免
許
試
験
案
内

財
団
法
人
安
全
衛
生
技
術
試
験
協
会

◆
高
校
生
試
験
日
七
月
二
十
六
日
㈹

会
場
青
森
市
文
化
会
館

◆
一
般
試
験
日
九
月
十
一
日
⑧

会
場
青
森
大
学

※
高
校
生
も
受
験
で
き
ま
す
。

津
軽
広
域
水
道
企
業
団
西
北
事
業
部
率
業

再
評
価
審
識
委
員
会
（
委
員
長
・
工
藤
明

弘
前
大
学
教
授
）
は
十
二
日
、
「
水
道
事
業

に
係
る
国
庫
補
助
事
業
は
継
続
」
「
五
所
川

２
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
免

許
の
資
格
を
取
ろ
う
″

津
軽
広
域
水
道
企
業
団
西
北
事

業
部
は
国
庫
補
助
事
業
継
続
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原
市
へ
の
用
水
供
給
事
業
に
係
る
国
庫
補
助

事
業
は
中
止
」
と
の
意
見
醤
を
ま
と
め
、
副

企
業
長
の
福
島
木
造
町
長
へ
提
出
し
た
。

国
庫
補
助
事
業
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
を

考
慮
し
、
五
年
ご
と
に
「
継
続
」
す
べ
き
か

見
直
し
」
や
「
中
止
」
に
す
べ
き
か
を
審
議

し
て
い
る
。

内
閣
府
で
は
、
平
成
十
七
年
度
に
実
施
す

る
国
際
交
流
事
業
（
「
国
際
青
年
育
成
交
流
」

「
日
本
・
中
国
青
年
親
善
交
流
」
「
日
本
・
韓

国
青
年
親
善
交
流
」
「
世
界
青
年
の
船
」
「
東

南
ア
ジ
ア
湾
年
の
船
」
）
の
参
加
青
年
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

青
森
県
青
少
年
・
男
女
共
同
参
画
課

査
○
一
七
’
七
三
四
’
九
二
二
四

消
費
税
法
が
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
個
人
事
業
者
の
場
合
は
、

原
則
と
し
て
、
平
成
十
七
年
分
か
ら
適
用
と

な
り
ま
す
。
主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◆
軍
業
者
免
税
点
の
引
下
げ

消
費
税
の
事
業
者
免
税
点
が
、
課
税
売
上

高
三
○
○
○
万
円
か
ら
一
○
○
○
万
円
に
引

き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
平
成

十
七
年
分
の
基
準
期
間
で
あ
る
平
成
十
五
年

分
の
課
税
売
上
高
が
一
○
○
○
万
円
を
超
え

て
い
る
個
人
事
業
者
の
方
は
、
平
成
十
七
年

分
に
お
い
て
課
税
事
業
者
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
新
た
に
課
税
事
業
者
と
な
る
方
は
、

「
消
費
税
課
税
事
業
者
届
出
醤
」
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
届
出
書
を
未
提

出
の
方
は
所
轄
の
税
務
署
に
速
や
か
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

青
年
国
際
交
流
事
業
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

平
成
十
七
年
分
か
ら
消

費
税
が
変
わ
り
ま
す
Ｉ
．
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◆
簡
易
課
税
制
度
の
適
用
上
限
の
引
下
げ

簡
易
課
税
制
度
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
基
準
期
間
に
お
け
る
課
税
売
上
高
の
上
限

が
五
○
○
○
万
円
（
改
正
前
二
億
円
）
に
引

き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
平
成
十
七
年
分
の
基
準
期

間
で
あ
る
平
成
十
五
年
分
の
課
税
売
上
高
が

五
○
○
○
万
円
を
超
え
て
い
る
個
人
事
業
者

の
方
は
、
平
成
十
七
年
分
に
つ
い
て
は
簡
易

課
税
制
度
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、

課
税
仕
入
れ
等
に
係
る
消
費
税
額
の
控
除
を

受
け
る
た
め
に
は
、
課
税
仕
入
れ
等
の
事
実

を
記
録
し
た
帳
簿
及
び
課
税
仕
入
れ
等
の
事

実
を
証
す
る
請
求
書
等
の
両
方
の
保
存
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

記
帳
の
仕
方
や
消
費
税
の
仕
組
等
に
つ
い

て
お
分
か
り
に
な
ら
な
い
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
最
寄
り
の
税
務
署
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

五
所
川
原
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

査
○
’
七
三
’
三
四
’
三
一
五
二

三Dq6

大字名 前月人口 人口 世 帯数

相内 1,153 1,149 410

桂川 51 54 21

太田 232 232 82

脇 元 493 489 200

磯松 283 281 111

十三 775 777 268

計 2,987 2,982 1,092



広報‘多多

健 康

⑫

昨
年
末
か
ら
最
近
に
わ
た

り
、
メ
デ
ィ
ア
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
た
『
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
感
染
性
冑
腸
炎
』
。
：

特
に
、
施
設
入
所
者
で
の
発

生
が
と
て
も
話
題
に
な
り
ま

し
た
。で

は
、
こ
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
と
は
一
体
ど
う
い
っ
た
も

の
で
し
ょ
う
か
。

。

|■’
No.175

人
か
ら
人
に
感
染
す
る
も
の
で
、

①
ウ
イ
ル
ス
を
取
り
込
ん
で
い
る
食

べ
物
（
貝
等
）
を
加
熱
不
足
の
ま
ま

食
べ
て
感
染
す
る
も
の
、
②
手
に
付

着
し
た
ウ
イ
ル
ス
が
二
次
的
に
食
べ

物
を
経
て
感
染
す
る
も
の
、
③
感
染

し
た
人
の
吐
物
や
便
等
の
処
理
が
不

十
分
で
広
が
り
、
口
か
ら
取
り
込
ま

れ
て
感
染
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

~ ~

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
感
染
性
胃
腸

炎
や
食
中
毒
を
引
き
起
こ
す
原
因
ウ

イ
ル
ス
で
、
初
冬
か
ら
春
先
に
か
け

て
多
く
発
生
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

乳
児
か
ら
成
人
ま
で
幅
広
く
感
染
し
、

ま
れ
に
重
症
化
す
る
と
と
て
も
危
険

で
、
高
齢
者
や
乳
児
等
抵
抗
力
の
弱

い
方
に
つ
い
て
は
十
分
な
注
意
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

『凸

１
１

感
染
経
路

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
特
徴

管

’、－グ

ト，

ご
ｆ
Ｕ
Ｕ
Ｌ
ａ
ｇ
■
Ｂ
０
ｑ
０

Ｇ

呼一一一.『グ

１
１
…

感
染
後
一
～
二
日
経
過
し
、
主
な

症
状
と
し
て
、
吐
き
気
・
嘔
吐
・
下

痢
・
腹
痛
が
現
れ
ま
す
。
発
熱
は
軽

度
で
、
一
～
二
日
位
で
治
癒
し
ま
す
。

〔
治
療
と
予
防
）

現
在
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス
に
効
果
の

あ
る
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

脱
水
症
状
が
ひ
ど
い
場
合
に
は
点
滴

等
の
治
療
が
行
わ
れ
ま
す
。

★
予
防
で
大
切
な
こ
と
は

①
料
理
や
食
事
の
前
、
ト
イ
レ
の
後

に
石
鹸
で
よ
く
手
を
洗
う
こ
と
で

す
。
特
に
、
乳
幼
児
が
感
染
し
て

い
る
場
合
の
お
む
つ
交
換
や
吐
物

の
時
に
は
、
手
洗
い
と
迅
速
な
処

理
を
心
が
け
る
こ
と
が
非
常
に
大

切
で
す
。

②
ま
た
、
で
き
る
限
り
カ
キ
等
の
貝

類
は
十
分
に
加
熱
し
て
食
べ
ま
し

よ
、
っ
。

③
そ
し
て
、
「
催
っ
た
か
な
？
」
と
思

っ
た
ら
、
早
く
受
診
す
る
こ
と
で

す
。

＊
＊
＊

い
ず
れ
の
病
気
も
重
症
化
は
怖
い

も
の
で
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
用
心
下
さ

い
Ｃ

へ

症

状

延二二＝〃

鐘
配
野
珍
昏
抄

〃
呼
例
２
－

齊石藤村秋三安岡 本

■▼
ご
結
婚

一
朴
山
剛
鋤
肘
一
樫
一
鋤

〈
鰔
細
柵
保
釧
一
州
奈
嶮
一

一
能
鯏
里
繩
一
州
剛
一

《
雌
踊
随
熱
一
鯏
奈
利
一

○

▼
お
く
や
み

本
ナ
ョ
（
磯

保
豪
夫
（
相

上
サ
キ
（
脇

元
マ
ッ
ノ
（
十

山
恭
一
（
相

田
ぎ
ん
子
（
磯

岡
信
子
（
脇

藤
美
佐
保
（
脇

斗一

馴土
▼

深みお

誕
生

は
る陽

（
十
三
）
彦
幸

■

窓元元松 内三 元内松
一一 …酋一…

沌
歳

帥
歳

卯
歳

万
歳

沼
歳

沁
歳

万
歳

妬
歳 0

連
日
の
よ
う
に
降
り
積
も
る
雪
、

そ
し
て
こ
の
地
域
特
有
の
地
吹
雪
、

ド
ラ
イ
バ
ー
泣
か
せ
の
ア
イ
ス
バ
ー

ン
に
津
軽
の
冬
の
厳
し
さ
を
痛
感
し

ま
し
た
。

昨
年
か
ら
の
台
風
、
地
震
、
そ
し

て
豪
雪
な
ど
自
然
の
脅
威
を
こ
れ
ほ

ど
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

人
間
は
ど
ん
な
文
明
の
利
器
を
発

明
し
て
も
自
然
に
は
打
ち
勝
つ
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
さ

に
自
然
と
闘
っ
た
今
年
の
冬
。
闘
い

は
い
つ
ま
で
続
く
の
か
？

そ
ん
な
豪
雪
の
中
、
自
然
を
利
用

し
て
地
域
に
返
す
「
ア
イ
ス
・
ク
リ

ー
ン
ア
ー
ト
」
と
称
し
て
施
設
の
非

難
口
の
除
雪
を
し
、
そ
の
雪
で
雪
像

を
作
り
子
供
達
に
喜
ば
れ
て
い
る
商

工
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
。

そ
し
て
新
聞
を
ま
わ
し
な
が
ら
子
ど

も
の
安
全
を
守
る
見
ま
わ
り
隊
。
老

人
世
帯
や
一
人
暮
ら
し
の
除
雪
を
し

て
く
れ
て
い
る
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
い
ま
し
た
。

「
地
域
が
元
気
に
な
れ
ば
私
た
ち

も
元
気
に
な
る
」
と
語
る
代
表
者
た

ち
の
心
意
気
、
燃
え
る
ハ
ー
ト
は
雪

を
も
溶
か
す
勢
い
で
す
。

こ
ん
な
ホ
ッ
ト
な
話
題
は
、
最
近

の
凶
悪
事
件
や
、
寒
さ
で
す
っ
か
り

冷
え
切
っ
た
私
の
ハ
ー
ト
を
ほ
ん
の

り
と
温
か
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。

発
想
の
転
換
で
津
軽
の
冬
を
楽
し

ん
で
い
る
人
た
ち
に
脱
帽
し
ま
し
た
。

⑤
⑧
⑥
③


